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＜ 総 括 ＞ 

書  類 質問件数 書  類 質問件数

① 入 札 説 明 書    ７ ⑥ 基 本 協 定 書 (案 )    ０ 

② 様 式 集   ４ ⑦ 事 業 契 約 書 (案 )    ０ 

③ 要 求 水 準 書 本 文    ３ ⑧ 実 施 設 計 図 書 １４１ 

④ 要求水準書別表･資料   ５ ⑨ そ の 他   ４ 

⑤ 落 札 者 決 定 基 準    ２   

  合         計 １６６ 

 

１ 本質問回答は、平成２７年４月３０日（木）から５月７日（木）に受け付けた京都大学

（南部）医薬系総合研究棟施設整備事業の入札説明書等に関する質問を入札説明書等の項

目順に整理し、その回答を記載したものです。 

２ 質問の内容は、質問者の記載どおりとしています。ただし、質問項目及び記載位置につい

ては、大学で整理していますので注意してください。 

３ 本質問回答の後（うしろ）に、追記事項とともに、別紙及び別図を添付しますので、留意

してください。 

  



 (１)

 

 

入札説明書等に関する質問回答(２回目) 

 

＜ ① 入札説明書に関する質問回答 ＞ 
 

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

1 
公共施設等の概

要(延べ面積) 
5 1 6 4 2 ③ ｳ 

医薬系総合研究棟の延べ面積

ですが、入札説明書と実施設

計図書(Ａ-０３図)で異なりま

す。実施設計図書(Ａ-０３図)

が正と考えて宜しいでしょう

か。 

実施設計図書（Ａ-０３図）を

正とします。 

2 変更設計 6 1 6 4 3 ① ｲ 

ＶＥ提案による設計変更を行

う場合、設計期間や費用に関

して実施設計者と入札前に協

議することは可能との理解で

よろしいでしょうか。 

まず、「原設計者」を「設計に

当たる者」にすることはでき

ません。 

つぎに、落札後、選定事業者

から設計業務を受託した者

（「設計に当たる者」）が、「原

設計者」に再委託（ただし、

「原設計者」に委託する合理

的な理由がある範囲とし、一

括しての再委託（いわゆる

「丸投げ」を除く。）すること

は可能とします。 

したがって、「原設計者」と、

設計期間や費用に関する事項

に限り、入札前に協議するこ

とを認めるものとします。 

3 建設業務 6 1 6 4 3 ① ｳ 

本事業の公共性を踏まえて、

建設業務を実施する元請企業

は、善意･悪意を問わず社会保

険未加入業者と下請契約を締

結することはできず、必要な

法定福利費を積算した上で本

事業の施設整備費に含めて入

札する必要があるとの理解で

よろしいでしょうか。また、

下請業者の社会保険加入状況

について大学が調査を実施さ

れるとの理解でよろしいでし

ょうか。 

本事業の実施にあたっては、

一般的な公共工事と同様に国

土交通省の「社会保険加入に

関する下請指導ガイドライン

（平成２７年３月２５日改

訂）」に則った経費算定が必要

です。大学は、社会保険等加

入状況に関して、適宜確認を

行います。 

4 
施設整備業務

(設計業務) 
45 - 4     

ＶＥ提案要領４ ＶＥ提案に関

する採否について、大学から

通知される可否判断は、現設

計時の各種申請(まちづくり条

例、景観法等)協議における行

政庁判断の内容を踏まえたも

大学によるＶＥ提案の採否結

果は、当然に、特定行政庁等

の判断の内容を踏まえたもの

ではありません。つまり、特

定行政庁等が当該ＶＥ提案の

内容を許認可することを保証



 (２)

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① ｱ a 質 問 回 答 

のと捉えて宜しいでしょう

か。即ち、採用可となったＶ

Ｅ提案が各種申請協議におい

て定性的に不可と判断される

ことは無いと考えて宜しいで

しょうか。但し、各法令に基

づき事業者側で一般的に判断

できる内容を除きます。 

するものではありません。選

定事業者は、ＶＥ提案にとも

なって各種申請手続が必要な

場合は、ＶＥ提案要領に記載

のとおり、自らの責任におい

て当該手続を行い、必要な許

認可を受けたうえで、変更設

計による実施設計図書を大学

に提出し、その内容について

確認を受ける必要がありま

す。 

5 
施設整備業務

(設計業務) 
45 - 5     

ＶＥ提案要領５ 実施設計図書

の変更設計について、変更設

計した実施設計図書の作成に

際して、現設計図のＣＡＤデ

ータは御提供頂けますでしょ

うか。 

事業契約の締結後に提供しま

す。 

6 
施設整備業務

(設計業務) 
45 - 5     

本研究棟は、構造設計一級建

築士及び設備設計一級建築士

の関与が義務付けられており

ます。変更設計に依って、建

築基準法上(計画通知手続き

上)の軽微変更届出が必要とな

った場合の、同法申請手続き

上の設計者(特に構造設計一級

建築士及び設備設計一級建築

士)について御教示ください。

ＶＥ提案による変更設計のす

べての箇所については、選定

事業者の「設計に当たる者」

が設計者となります。 

7 
添付資料(付帯

事業提案要領) 
50  5 1    

「ミニカフェ等」の記載がい

くつかありますが、これは平

成２５年１１月５日公表の実

施方針４Ｐの※２に記載され

ている内容(付帯事業は、「交

流スペース(アウトリーチエリ

ア)」におけるミニカフェ等の

開設及び自動販売機等の設置

と、「リフレッシュスペース

(各階)」における自動販売機

等の設置を想定しているが、

これらに限るものではなく、

具体的には、入札参加者の提

案(付帯事業提案)による。)を

受けての表現と推察します。

平成２５年１１月５日公表の

実施方針は、今回の公告にあ

たっても正式な書類として効

力を発揮するとの理解でよろ

しいでしょうか。 

ご指摘の「実施方針」は、大

学と選定事業者の協議におい

て参考にすることはあるとし

ても、今回の公告（再公告）

にあたって、正式な（拘束力

のある）書類として扱わない

ものとします。 

 



 (３)

＜ ② 様式集に関する質問回答 ＞ 
 

番号 質問項目 頁 様式 章 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

8 呼称 3  2 3    

提案書に構成員及び協力会社

を記載する際は、例えば「【Ａ

社】」と記載するのでしょう

か。若しくは、「Ａ社」のよう

に【 】を外して記載してもよ

ろしいでしょうか。 

【 】を含めて呼称としますの

で、例えば、【Ａ社】のように

記載してください。 

9 
事業実施に対す

る取組姿勢 
51 32     

「入札企業、入札参加グルー

プの構成員、協力会社等につ

いては、＜様式６＞の【呼

称】を使用して記載してくだ

さい」とありますが、実施体

制の特徴を示すための入札参

加グループの過去の実績や担

当者のスキルや実績を示すた

めの職歴･実績については、具

体的な案件名等を記載しても

よいとの理解でよろしいでし

ょうか。 

当該職歴や実績等の記載が、

入札参加企業、入札参加グル

ープの構成員、協力会社等を

直接的に推察される（例えば

企業名の一部が表記される）

ものでなければ問題ありませ

ん。 

10 
事業継続の安定

性 
57 37     

「入札企業、入札参加グルー

プの構成員、協力会社等につ

いては、＜様式６＞の【呼

称】を使用して記載してくだ

さい」とありますが、出資者

や受託者の業績等を示すため

に、具体的な会社概要等を記

載してもよいとの理解でよろ

しいでしょうか。 

当該概要等の記載が、入札参

加企業、入札参加グループの

構成員、協力会社等を直接的

に推察される（例えば企業名

の一部が表記される）もので

なければ問題ありません。 

11 

＜施設整備業務

＞ＶＥ提案の有

効性 

68 46     

環境負荷の低減(ＬＣＣＯ２の

低減等)の記載要領として「施

設整備業務における環境負荷

の低減(ＬＣＣＯ２の低減等)

とともに、維持管理業務に環

境負荷の低減(ＬＣＣＯ２の低

減等)についても記載してくだ

さい」とあります。一方、※

印内に「維持管理業務にける

環境負荷の低減(ＬＣＣＯ２の

低減等)及び維持管理業務にお

ける経済性(ＬＣＣの低減等)

に関連するＶＥ提案は本項目

で評価します」とあります。 

よって施設整備業務における

環境負荷の低減については、

様式４６に記載してもよいが

評価はしないという理解でよ

ろしいでしょうか。その場

合、ＶＥ提案の有効性のうち

＜様式４６＞は、「施設整備業

務における環境負荷の低減

（ＬＣＣＯ２の低減等）」はも

とより、「維持管理業務におけ

る環境負荷の低減（ＬＣＣＯ

２の低減等）」及び「維持管理

業務における経済性（ＬＣＣ

の低減等）」に関連するＶＥ提

案も本項目で評価し、「施設整

備業務における経済性（ＬＣ

Ｃの低減等）」及び「工程管理

の適切性」に関連するＶＥ提

案は本項目で評価しないとい

うことです。 

なお、「工程管理の適切性」に

関連するＶＥ提案は＜様式５

１＞で、「施工における環境負

荷の低減（ＬＣＣＯ２の低減

等）」に関連するＶＥ提案は＜

等式５３＞で、それぞれ評価



 (４)

番号 質問項目 頁 様式 章 1 (1) 1) ① ｱ 質 問 回 答 

施設整備業務における環境負

荷の低減は様式５３で評価さ

れるとの理解でよろしいでし

ょうか。 

します。 

 

＜ ③ 要求水準書 本文に関する質問回答 ＞ 
 

番号 質問項目 頁 章 1 (1) 1) ① - - 質 問 回 答 

12 警備業務 20 3 7     

平成２７年３月１７日公表の

「入札説明書等に関する質問

回答(１回目)」Ｎｏ.１２８に

て回答いただきました、事業

者で初期調達するカードにつ

いては、医薬系総合研究棟の

予備２０枚、薬学部本館の各

室３枚程度のみであり、供用

開始後に新たににカードの追

加が必要になった場合は大学

側でご準備いただけるという

理解でよろしいでしょうか。 

ご理解のとおりです。 

13 警備業務 20 3 7     

平成２７年３月１７日公表の

「入札説明書等に関する質問

回答(１回目)」Ｎｏ.１２８に

て回答いただきました、カー

ドを用意する「薬学部本館の

各室３枚程度」について、対

象となる諸室数をご教示くだ

さい。また、現在使用されて

いるカード枚数をご教示くだ

さい。 

ご質問の前段については、要

求水準書Ｐ２１の「3) 薬学部

本館」を参照してください。 

ご質問の後段については、前

回回答と同数程度使用されて

います。 

14 警備業務 20 3 7     

機械警備のカードについて、

カードへの情報入力(登録)、

変更、紛失に伴う抹消等の作

業は大学側で実施いただける

との理解でよろしいでしょう

か。 

ご理解のとおりです。 

 

＜ ④ 要求水準書 別表･資料に関する質問回答 ＞ 

※ 実施設計図書を除く 
 

番号 質問項目 
表資

番号 

○○

枚目 

上中 

下段 
- - 質 問 回 答 

15 

施設整備業務

(申請業務) 

■申請工程表

(Ｈ２６.５.２

05 - 全段   

■申請工程表(Ｈ２６.５.２６

現在)に記載のある各種申請に

ついて、「変更届の提出が必

要」や「提出予定」とあるも

すべての手続を完了していま

す。 



 (５)

番号 質問項目 
表資

番号 

○○

枚目 

上中 

下段 
- - 質 問 回 答 

６現在) のについて、現時点での申請

状況を御教示ください。また

提出未了の場合、書類作成状

況及び提出予定スケジュール

(特に⑪⑬)を御教示くださ

い。 

16 

施設整備業務

(申請業務) 

■申請工程表

(Ｈ２６.５.２

６現在) 

05 - 全段   

変更設計により各種申請の変

更手続きが生じる場合、現在

の申請書類･図面の電子データ

(ワード･エクセル･ＣＡＤ等編

集可能な形式)は御提供頂けま

すでしょうか。 

事業契約の締結後に提供しま

す。 

17 

施設整備業務

(申請業務) 

■申請工程表

(Ｈ２６.５.２

６現在) 

05 - 全段   

現設計に係る各種申請作業に

ついて、■申請工程表(Ｈ２

６.５.２６現在)に記載が無い

ものが生じていれば、申請種

別、現在の申請状況を御教示

ください。 

特にありません。 

18 

施設整備業務

(申請業務) 

■申請工程表

(Ｈ２６.５.２

６現在) 

05 - 
① 

⑤ 
  

■申請工程表(Ｈ２６.５.２６

現在)に記載のある各種申請に

ついて、建物外装の変更に影

響を与えると思われる①まち

づくり条例⑤景観地区(美観地

区)内による認定申請の申請

(届出)内容を御提示下さい。 

別紙１を参照してください。 

19 

施設整備業務

(申請業務) 

建基法８６条の

２第１項認定 

■申請工程表

(Ｈ２６.５.２

６現在) 

05 -    

資料０５表③建基法第８６条

の２第１項認定ですが、医薬

系総合研究棟以外の建物も今

回の認定建物に含まれており

ますでしょうか。その場合、

本事業の変更設計にて同認定

の変更届が必要となった場合

の申請者及び設計者のスキー

ムについて御教示ください。 

現在工事中のｉＰＳ細胞研究

所第３研究棟が含まれます。

本事業に変更が生じる場合

は、事業者の定める有資格設

計者において法令上の手続き

を行って下さい。既提出分の

資料やデータは提供可能で

す。 

 

＜ ⑤ 落札者決定基準に関する質問回答 ＞ 
 

番号 質問項目 頁 1 (1) 1) ① ｱ a - 質 問 回 答 

20 
提案内容審査

(第二次審査) 
4 5 1     

「全ての入札参加者の入札金

額が予定価格を超えている場

合は、再度入札を行う。この

場合、再入札に際して提案内

容の変更を行うことは許され

るものとする」とあります。

これは提出した提案を修正し

て入札するということで、再

ご理解のとおりです。 



 (６)

番号 質問項目 頁 1 (1) 1) ① ｱ a - 質 問 回 答 

入札までに一定期間が確保さ

れるとの理解でよろしいでし

ょうか。 

21 
付帯事業に関す

る事項 
9 5 3 4    

入札説明書５０Ｐにおいて

「ミニカフェ等」という記載

がいくつかあります。事業内

容としてミニカフェを実施す

ることは評価水準の評点があ

がるとの理解でよろしいでし

ょうか。 

落札者決定基準に基づいて審

査委員会が提案内容を評価す

るものであり、必ずしも「ミ

ニカフェ等」の提案であれば

一律に評価が高くなるという

ものではありません。 

ただし、学内アンケート結果

（平成２５年１２月１１日公

表の実施方針に関する一般質

問回答等Ｐ３２、３３）で

は、交流スペースに喫茶機能

（カフェ、自販機等）を求め

る要望は少なからずありま

す。 

 

＜ ⑥ 基本協定書(案)に関する質問回答 ＞ 
 

質問なし 

 

＜ ⑦ 事業契約書(案)に関する質問回答 ＞ 
 

質問なし 

 

＜ ⑧ 実施設計図に関する質問回答 ＞ 
 

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

22 
同等品･メーカ

ー 
   

下記仕上材について、同等品･

メーカーがありましたら、御

指示下さい。 

･アルミ庇 

ＲＳバイザー㈱杉田エース同

等品とします。 

23 敷地現況    

現地は埋文調査が終わってい

るように思われますが、山留

め工事(ＳＭＷ打設)の為、一

旦ＧＬ迄、埋戻す必要があり

ます。埋戻すのに必要な土量

の計算が出来る資料(現況図)

を貸与願います。 

別紙２を参照してください。 

24 

ＤＳ-ＯＡバル

コニー目隠し

ルーバーピッ

チ 

A-04 

A-85 

外 部 仕

上表･凡

例表 

部 分 詳

細図-9 

外 部 仕

上表 

外壁 

DS-OAﾊﾞ

ﾙｺﾆｰ廻

り 詳 細

図 

ＤＳ-ＯＡバルコニー廻りアル

ミルーバーについて、仕上表

では＠１００ですが、部分詳

細図では＠３２５となってい

ます。部分詳細図を正と考え

て宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

部分詳細図を正とします。 

ただし、ルーバー形状により

＠は変更となり、また、京都

市建築法令実務ハンドブック

４-７の開放率を厳守すること

とします。 



 (７)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

25 
合成樹脂塗床

Ｅ 
A-04 

外 部 仕

上表･凡

例表 

材 料 記

号 

合成樹脂塗床Ｅエポキシ系樹

脂塗床の施工範囲が不明で

す。不要と考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

当該塗床の施工範囲はありま

せん。 

26 
合成樹脂塗床

Ｅ 
A-04 

外 部 仕

上表･凡

例表 

材 料 記

号 

上記質疑に関係し、合成樹脂

塗床Ｅエポキシ系樹脂塗床の

詳細仕様が不明です。参考メ

ーカー･品番等ありましたら御

指示ください。 

番号２５への回答を参照して

ください。 

27 
合成樹脂塗床

Ｂ 
A-04 

外 部 仕

上表･凡

例表 

材 料 記

号 

合成樹脂塗床Ｂウレタン系防

塵塗床(防滑工法)の詳細仕様

が不明です。参考メーカー･品

番等ありましたら御指示くだ

さい。 

カラートップＵ㈱ＡＢＣ商会

同等品とします。 

28 
Ｂ２Ｆ実験室

天井下地 

A-05 

A-100 

内 部 仕

上表(1) 

ｼｰﾙﾄﾞ工

事 詳 細

図-2 

断 面 詳

細図 

Ｂ２Ｆ実験室の天井下地ボー

ドに於いて、仕上表は銅箔＋

ＧＢ-Ｒｔ＝１２.５＋化粧ケ

イカルｔ＝６.０、シールド工

事詳細図はＧＢ-Ｒｔ＝１２.

５＋銅箔＋ＧＢｔ＝１２.５＋

化粧ケイカルｔ＝６.０と相違

します。シールド工事詳細図

を正と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

シールド工事詳細図を正とし

ます。 

29 
アコーディオ

ンカーテン 

A-06 

A-46 

内 部 仕

上表(2) 

2階平面

詳細図-

4 

薬 品 資

源学2 

２Ｆ薬品資源学２の仕上表に

アコーディオンカーテンの記

載がありますが、平面詳細図

では別途工事の記載です。別

途工事と考えて宜しいでしょ

うか。本工事の際は、仕様詳

細を御指示下さい。 

当該アコーディオンカーテン

は別途工事とします。 

30 壁ＥＰ範囲 

A-06 

A-39 

A-40 

仕上表 

1階平面

詳細図-

1 

 

１Ｆ講堂に於いて、仕上表壁

に一部ＥＰ塗と記載がありま

すが範囲が不明です。下記の

ように考えて宜しいでしょう

か、御指示下さい。 

･Ｘ２通り壁面 

･全ての柱型 

･器材庫１、ＤＳ周囲壁 

ご理解のとおりです。 

31 天井仕上げ 
A-06 

A-65 

仕上表 

天 井 伏

図 

Y2 ･ 3通

り 

１ＦＭＷＣ･ＷＷＣの天井仕上

げが仕上表ではＤＲ(１)とあ

りますが、天井伏図ではＤＲ

(２)となっています。ＤＲ

(１)が正と考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

ＤＲ(２)を正とします。 

32 暗幕用カーテ A-07 内 部 仕 暗室 ３Ｆ暗室の仕上表にブライン 当該部分のブラインドは不要



 (８)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

ンブラインド 上表(3) ドの記載がありますが、暗幕

カーテンレールのため、ブラ

インドは不要とし、暗幕用カ

ーテンと考えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

また、暗幕用カーテンは別途

工事と考えて宜しいでしょう

か。本工事の際は、仕様･メー

カー品番を御指示下さい。 

とします。また、暗幕用カー

テンは別途工事とします。 

33 
暗幕用カーテ

ン 
A-07 

内 部 仕

上表(3) 
暗室 

３Ｆ暗室の仕上表に暗幕用カ

ーテンレールの記載がありま

すが、暗幕用カーテンは別途

工事と考えて宜しいでしょう

か。本工事の際は、詳細仕様･

性能又はメーカー品番を御指

示下さい。 

当該暗幕用カーテンは別途工

事とします。 

34 設計ＧＬ 
A-14 

A-121 

立面図-

1 

外構図 

1 

立面図で設計ＧＬが４８.２、

外構図では４８.０との記載が

あります。外構図４８.０を正

解と考えて良いでしょうか。

御指示ください。 

外構図の４８.０を正としま

す。 

35 

外壁アルミカ

ットパネル足

元 

A-17 

A-86 

断 面 詳

細図-1 

部 分 詳

細図-10 

東 立 面

図 

ｱﾙﾐｽﾊﾟﾝ

ﾄﾞﾚﾙ詳

細図 

外壁アルミカットパネル足元

には、アルミスパンドレルと

同様の水切を見込むと考えて

宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

カットパネルのため、当該水

切は不要です。Ａ-８４図の巾

木と同様の納まりとします。 

36 

外壁アルミカ

ットパネル目

地 

A-17 
断 面 詳

細図-1 

東 立 面

図 

外壁アルミカットパネルは、

目地シーリング(１０＊１０)

を見込むと考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

当該目地シーリングは不要で

す。Ａ-８４図を参照してくだ

さい。 

37 

軒天アルミカ

ットパネル下

地鉄骨 

A-17 
断 面 詳

細図-1 

B断面詳

細 図

X10通り

薬 品 資

源学2下

軒天アルミカットパネルで、

一部下地Ｃ-１００＊５０＊２

０＊２.３がありますが、表面

は錆止塗装と考えて宜しいで

しょうか。御指示下さい。 

溶融亜鉛メッキとします。 

38 
構造計算書(梁

の評価) 

A-17,84

S-16,17

構造計

算書 

断 面 詳

細図-1 

部 分 詳

細図-8 

床伏図 

構 造 計

算書 

 

１階見上げ、２階見上げＸ１

０通り東側に設けられている

跳ね出しスラブ廻りについ

て、当該スラブが取り付いて

いる梁の側面に２３５ｍｍの

増し打ちがありますが、構造

計算書には記載がありませ

ん。元設計に於いて剛性への

加味は無いと考えて宜しいで

しょうか。 

跳ね出しスラブの吊り元の厚

さは２５０にハンチ厚さ２５

０で合計５００としていま

す。跳ね出し長さが大きいこ

とでこのような設計としてい

ます。剛性考慮はしていませ

ん。 

39 床下の防湿層 A-18 断 面 詳  風除室下部にＰＦ版ｔ２５の ご理解のとおりです。 



 (９)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

細図 記載がありますが防湿シート

ポリエチレンフィルムｔ-０.

１５も必要と考えて宜しいで

しょうか。御指示下さい。 

40 
地下二重ピッ

ト内竪樋 
A-18 

断 面 詳

細図-2 

X10通り

B2FL ～

B1FL 

Ｘ１０通り地下二重壁内の竪

樋のＶＰ管は、ＶＰ管素地と

考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

41 
ピットＸ１０

通り水抜き 

A-18 

A-30 

断 面 詳

細図-2 

ﾋﾟｯﾄ詳

細図 

X10通り

B2FL 

X10-Y1

～4 

ピットＸ１０通り側に上部水

抜きとありますが、断面詳細

図-２ Ｘ１０通りの図示よ

り、地下２階に中継ドレイン

を見込み、竪樋をピットまで

延長すると考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

地下２階２重壁内の排水とし

て水抜きは必要です。 

42 
Ｘ２通りバル

コニー巾木 
A-21 

断 面 詳

細図 
X2通り

Ｘ２通りバルコニーの建物側

は、巾木塗膜防水Ｈ＝１００

を見込むと考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

43 
ドライエリア

排水溝 

A-21 

W-31 

断 面 詳

細図-1 

B2 階 平

面 詳 細

図-1 

B2FL X0

～1 

X1 ～ 2-

Y0～1 

ドライエリア排水溝につい

て、断面詳細図ではＷ＝１５

０ですが、平面詳細図ではＷ

＝１００となっています。平

面詳細図を正と考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

断面詳細図を正とします。 

44 
ブラインドボ

ックス 

A-27 

A-65 

内 部 階

段4詳細

図 

天 井 伏

図-1 

B断面詳

細図 

1階天井

伏図 

１ＦホールのＡＷ-１２前に階

段詳細図でブラインドボック

スがありますが、天井伏図に

はありません。必要と考えて

宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

当該ブラインドボックスは必

要とします。 

45 階段排水溝 A-29 

外 部 階

段 詳 細

図-2 

A-A断面

詳細図

階段排水溝は、モルタルの上

塗膜防水と考え、ＲＣ手摺取

合部は巾木Ｈ＝１００を見込

むと考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

46 
ピットオーバ

ーフロー管 
A-30 

ﾋﾟｯﾄ詳

細図 

Y0-X8～

9 

X10-Y4

～5 

ピットにオーバーフロー管が

ありますが、平面上どの範囲

まで見込むか不明です。御指

示下さい。 

Ａ-１２８図、Ｂ０９桝、Ａ９

桝のオーバーフロー管としま

す。 

47 
ドライエリア

機械基礎 
A-31 

B2 階 平

面 詳 細

図-1 

X1-Y1～

2 

ドライエリア機械基礎の仕上

は、天端コンクリート金鏝素

地、立上り打放補修素地と考

えて宜しいでしょうか。御指

示下さい。 

ご理解のとおりです。 

48 ドライエリア A-31 B2 階 平 X0 ～ 1- ドライエリアドレインには、 当該防護カバーは必要としま



 (１０)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

ドレイン 面 詳 細

図-1 

Y0～1他 防護カバーは不要と考えて宜

しいでしょうか。御指示下さ

い。 

す。 

49 壁種別 A-31 

B2 階 平

面 詳 細

図-1 

 

Ｂ２Ｆ通路･検査廊下と前室２

間、通路とＳＨ-１間の間仕切

は壁種別記号のＷ１(１００)

と考えて宜しいでしょうか。

御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

50 点字シート 
A-31 

A-87 

B2 階 平

面 詳 細

図-1 

 

Ｂ２Ｆ ＳＨ-１等にある点字

シートの記載がありますが詳

細が不明です。部分詳細図-１

１に記載のステンレス点字鋲

同等と考えて良いでしょう

か。御指示ください。 

当該点字シートは塩ビ製タイ

ルとします。 

51 溜め桝 
A-33 

A-38 

B2 階 平

面 詳 細

図-3 

B1 階 平

面 詳 細

図-4 

B2F飼育

室 

B1F飼育

室 

Ｂ２Ｆ飼育室の溜め桝に於い

て、蓋の記載がありません

が、Ｂ１Ｆ飼育室は蓋の記載

があります。Ｂ２Ｆ飼育室も

必要と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

地下２階飼育室の溜め桝の蓋

は不要です。 

52 仕切カーテン 
A-36 

A-65 

B1 階 平

面 詳 細

図-2 

OP室 

Ｂ１Ｆ ＯＰ室に於いて、天井

伏せ図でカーテンレールの記

載がありますが、仕切カーテ

ンの実装に関する記載は見受

けられません。仕切りカーテ

ンは別途工事と考えて良いで

しょうか。本工事に含む場合

は詳細程度又はメーカー･品番

をを含めて御指示下さい。 

当該仕切りカーテンは別途工

事とします。 

53 排水溝 A-38 

B1 階 平

面 詳 細

図-4 

B1F飼育

室1 

Ｂ１Ｆ飼育室１の排水溝に於

いて、蓋の記載がある範囲と

無い範囲があります。全ての

範囲に必要と考えて宜しいで

しょうか。御指示下さい。 

設計図どおりとします。 

54 

１ 階 Ｙ １ - Ｘ

５･Ｙ４-Ｘ８

グレーチング 

A-39 

A-42 

A-86 

1階平面

詳細図-

1 

1階平面

詳細図-

4 

部 分 詳

細図-10 

Y1-X5 

Y4-X8 

ﾀ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

(Y4 通

り) 

１階Ｙ１-Ｘ５･Ｙ４-Ｘ８グレ

ーチング及び下地の仕様は、

部分詳細図-１０タラップ(Ｙ

４通り)に記載のあるグレーチ

ングに倣うと考えて宜しいで

しょうか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

55 
グレーチング

蓋 

A-40 

A-121 

1階平面

詳細図-

2 

外構図 

 

１階平面詳細図-風除室２前に

ＳＵＳグレーチングと記載が

ありますが、外構図凡例では

亜鉛メッキグレーチングと相

ご理解のとおりです。 



 (１１)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

違しています。風除室２前の

グレーチングはＳＵＳグレー

チングそれ以外は亜鉛メッキ

グレーチングと考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

56 
ゴミ置場ドレ

イン 
A-41 

1階平面

詳細図-

3 

Y0 ～ 1-

X6～8 

ゴミ置場のドレインについ

て、平面詳細図でルーフドレ

イン(ＲＤ-Ｔ)とありますが、

この部分には屋根から竪樋が

落ちると考え、中継ドレイン

と考えて宜しいでしょうか。

御指示下さい。また、径はφ

６５と考えて良いでしょう

か。御指示ください。 

ご理解のとおりです。 

57 屋内竪樋 A-42 

1階平面

詳細図-

4 

X8-Y4 

１階Ｘ８-Ｙ４柱型横に屋内を

通る竪樋がありますが、耐火

二層管と考えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

58 靴拭きマット A-42 
1階平面

詳細図 

X10-Y3

～4間 

靴拭きマットの下地は、防水

モルタルと考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

59 
ハト小屋貫通

部パネル 
A-59 

R階平面

詳細図 
全体 

ハト小屋貫通部のパネルは、

Ｒ階平面詳細図よりＹ１通り

Ｘ３･４･６･７･８のハト小屋

及びＤＳ-ＯＡ、Ｙ４通りＸ

３･４･５･６･７のハト小屋及

びＤＳ-ＯＡに必要と考え、そ

の他階段廻りのハト小屋、Ｘ

４～６-Ｙ３のＥＰＳ･ＰＳ、

Ｙ１通りＸ５のＤＳには不要

と考えて宜しいでしょうか。

御指示下さい。 

別紙３を参照してください。 

60 建具詳細図 
A-67 

A-88 

建 具 配

置図2 

部 分 詳

細図12 

Wetlavo

建 具 詳

細 

詳細図題にＳＤ-４０とありま

すが、当箇所にＳＤ-４０はあ

りません。建具配置図よりＳ

ＳＤ-０２と読み替えて宜しい

でしょうか。御指示くださ

い。 

ご理解のとおりです。 

61 建具形状 
A-68 

A-72 

建 具 配

置図-2 

R階配置

図 

Ｒ階配置図のみＳＤ-１２が親

子開き扉となっていますが、

建具表-４においては片開き扉

となっています。Ｒ階ＳＤ-１

２はＳＤ-３５に読み替えて宜

しいでしょうか。御指示下さ

い。 

ＳＤ１２はＷ１２００の親子

扉とします。 

62 ステンレス製 A-71 建具表-  ステンレス製建具の曲げ加工 ご理解のとおりです。 



 (１２)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

建具 3 は、普通曲げと考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

63 
タイマー制御･

電気錠 

A-71 

E-144 

～151 

建具表-

3 

入 隊 管

理 室 設

備 ｼｽﾃﾑ

系 統 図 

配線図 

 

アルミ自動扉ＡＤ-０１～１０

全ての建具金物欄にタイマー

制御とありますが、ＡＤ-０

１、０２、０４、０５におい

て、タイマー制御に必要であ

る電気錠の記載がありませ

ん。また、電気図配線図にお

いては自動扉の電気錠はＡＤ-

０５～ＡＤ-１０のみとなって

おりＡＤ-０３は開き戸部分の

み電気錠の配線が描かれてお

ります。電気図システム系統

図及び配線図を正と考え、ア

ルミ自動扉部においてはＡＤ-

０５～１０のみタイマー制御･

電気錠を含むとし、ＡＤ-０３

は開き戸部分のみ電気錠を含

むと考えて宜しいでしょう

か。御指示ください。 

ＡＤ-１～４の自動扉部分の電

気錠は不要で自動扉付属のタ

イマー制御のみとし、ＡＤ-５

～１０は電気錠及びタイマー

制御としてください。 

64 建具詳細図 
A-72 

A-92 

建具表4 

LSD ･ SD

詳細図 

SD ･ LSD

開 き 戸

詳細図

建具表４よりＳＤ-３１、３２

の建具形状･枠について部分詳

細図参照とありますが、ＬＳ

Ｄ･ＳＤ詳細図のＳＤ･ＬＳＤ

開き戸詳細図参照と考えて宜

しいでしょうか。その際ＳＤ

３１、３２はＳＤ･ＬＳＤ詳細

図を仕様とし特防･遮音性能を

有する建具と考えて宜しいで

しょうか。不可の場合、仕様･

詳細等御指示ください。 

ご理解のとおりです。 

65 ガラス厚み A-74 
建具表-

6 
ｶﾞﾗｽ欄

ＬＳＤ-０２他のガラスにＦ５

とありますが、型板ガラスに

ｔ＝５.０はありません。Ｆ６

に読み替えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

当該型板ガラスはＦ６としま

す。 

66 ガラリ部塗装 A-74 
建具表-

6 
ｶﾞﾗﾘ欄

ＬＳＤ-０１、１１においてガ

ラリ欄の仕上げがＳＯＰとな

っております。建具仕上げが

焼付塗装とありますので、他

建具と同様にガラリ部も焼付

塗装と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

当該ガラリ部も焼付塗装とし

ます。 

67 

ガラス工事(ス

チールパーテ

ーション) 

A-76 
建具表-

8 
 

ＰＴ-０１～０３のガラスにＦ

５とありますが、型板ガラス

にｔ＝５.０はありません。Ｆ

当該型板ガラスはＦ６としま

す。 



 (１３)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

６に読み替えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

68 溜め桝 A-77 
部 分 詳

細図-1 

溜め桝

排水溝

溜め桝内の仕上の記載が無く

不明です。排水溝に倣い、防

水モルタル塗と考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

69 塗膜防水 A-78 
部 分 詳

細図-2 

防 油 堤

詳細図

Ｂ２Ｆ発電機室防油堤塗膜防

水の仕様が不明です。ポリマ

ーセメント系塗膜防水と考え

て良いでしょうか。御指示く

ださい。 

ご理解のとおりです。 

70 天井下地 A-81 
部 分 詳

細図-5 

天 井 下

地 天 井

懐 

天井懐内の水平･斜め補強の高

さが屋内Ｈ≧１３００と記載

がありますが、公共建築工事

標準仕様書では１.５ｍ以上と

なっています。標準仕様書に

則り屋内Ｈ≧１５００と読替

えて良いでしょうか。御指示

ください。 

当該天井懐内の水平･斜め補強

の高さを屋内Ｈ≧１５００と

します。ただし特記仕様書(4)

記載の講堂及び２Ｆリフレッ

シュについては耐震天井とな

ります。 

71 天井下地 A-81 
部 分 詳

細図-5 

天 井 下

地 天 井

懐 

上記質疑に関係し屋内Ｈ≧１

５００が正の場合、天井懐内

水平補強は１５００毎に、屋

内Ｈ≧１３００が正の場合、

天井懐内水平補強は１３００

毎に発生すると考えて良いで

しょうか。御指示ください。 

ご理解のとおりです。 

72 
屋根アルミパ

ネル 
A-83 

部 分 詳

細図-7 

屋根ｱﾙﾐ

ﾊﾟﾈﾙ詳

細図 

屋根アルミパネルの電解着色

塗装は、特記仕様書のＢ-１種

(マット)と考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

73 
屋根アルミパ

ネル下地 
A-83 

部 分 詳

細図-7 

屋根ｱﾙﾐ

ﾊﾟﾈﾙ詳

細図 

屋根アルミパネル下地アング

ルは、錆止塗装と考えて宜し

いでしょうか。御指示下さ

い。 

当該屋根アルミパネル下地ア

ングルは溶融亜鉛メッキとし

ます。 

74 

軒先アルミル

ーバー下地金

物 

A-83 
部 分 詳

細図-7 

ﾊﾟﾗﾍﾟｯﾄ

廻 り 詳

細図 

軒先アルミルーバーの下地金

物について、部分詳細図-７の

Ｙ５･０通り付近の詳細図では

Ｈ鋼にＣ-１００＊５０＊２０

＊１.６及びＦＢ-１５０＊６

ですが、Ｂ部詳細図ではＬ-１

２５＊７５＊７となっていま

す。Ｈ鋼部分はＣ-１００＊５

０＊２０＊２.３及びＦＢ-１

５０＊６を各通しと考え、Ｒ

Ｃスラブ取合部がＬ-１２５＊

７５＊７ ステンレスインサー

Ｂ部詳細図 Ｌ-１２５＊７５

＊７を正とします。 



 (１４)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

トＭ１２＠９００と考えて宜

しいでしょうか。御指示下さ

い。 

75 庇１･２竪樋 A-84 
部 分 詳

細図-8 
平面図

庇１･２からの竪樋ＶＰφ５０

は、ＶＰ管素地と考えて宜し

いでしょうか。御指示下さ

い。 

庇１はカラーＶＰとし、庇２

は素地としてください。 

76 

鼻先アルミカ

ットパネル下

地 

A-84 

A-91 

部 分 詳

細図-8 

ｻｯｼ詳細

図-2 

ｱﾙﾐｶｯﾄ

ﾊﾟﾈﾙ詳

細 図 鼻

先部 

風除室ｵ

ｰﾄﾄﾞｱ詳

細図 

鼻先アルミカットパネルの下

地について、部分詳細図では

スチールＬ-１３０＊３４＊

３.２ですが、サッシ詳細図-

２ではスチールＬ-２７４＊３

４＊３.２となっています。部

分詳細図を正と考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

Ａ-９１図を正とします。 

77 
ＤＳ-ＯＡ目隠

しルーバー 
A-85 

部 分 詳

細図-9 

DS-OAﾊﾞ

ﾙｺﾆｰ廻

り 詳 細

図 

ＤＳ-ＯＡ部目隠しルーバーの

電解着色塗装は、メーカー標

準色と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

78 
ＤＳ-ＯＡパラ

ペット 
A-85 

部 分 詳

細図-9 

DS-OAﾊﾞ

ﾙｺﾆｰ廻

り 詳 細

図 

ＤＳ-ＯＡバルコニー先端見付

の仕上は、ＦＬより上はウレ

タン塗膜防水、ＦＬより下は

打放補修と考えて宜しいでし

ょうか。御指示下さい。 

当該ウレタン塗膜防水は立上

り天端までとします。 

79 
メカニカルバ

ルコニー床 

A-85 

S-43 

部 分 詳

細図-9 

ﾒｶﾆｶﾙﾃﾞ

ｯ ｷ鉄骨

詳細図 

ﾒｶﾆｶﾙﾊﾞ

ﾙｺﾆｰ詳

細図 

Y0 ･ 5通

りﾒｶﾆｶﾙ

ﾃﾞｯｷ鉄

骨 詳 細

図 

メカニカルバルコニー床につ

いて、部分詳細図ではエキス

パンドメタルですが、構造図

のメカニカルデッキ鉄骨詳細

図ではグレーチングとなって

います。部分詳細図を正と考

えて宜しいでしょうか。御指

示下さい。 

部分詳細図を正とします。 

80 
メカニカルバ

ルコニー床 
A-85 

部 分 詳

細図-9 

ﾒｶﾆｶﾙﾊﾞ

ﾙｺﾆｰ詳

細図 

メカニカルバルコニー金属床

の仕上は、溶融亜鉛メッキと

考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

81 
ゴミ置場折板

屋根 
A-85 

断 面 詳

細図-4 

部 分 詳

細図-9 

H断面詳

細図 

ｺﾞﾐ置場

詳細図

ゴミ置場折板屋根カラーガル

バリウム鋼板の厚みについ

て、断面詳細図ではｔ＝０.４

ですが、部分詳細図のゴミ置

場詳細図ではｔ＝０.６となっ

ています。断面詳細図を正と

考え、水切･鼻隠し等もｔ＝

０.４と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

Ａ-８５図を正とします。 

82 ゴミ置場屋根 A-85 部 分 詳 ｺﾞﾐ置場 ゴミ置場屋根鼻隠し下地鉄骨 当該ゴミ置場屋根鼻隠し下地



 (１５)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

鼻隠し下地 細図-9 詳細図 は、見隠れの為、錆止塗装と

考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

鉄骨は溶融亜鉛メッキとしま

す。 

83 
ゴミ置場屋根 

ケラバ水切 
A-85 

部 分 詳

細図-9 

ｺﾞﾐ置場

詳細図

ゴミ置場屋根ケラバ水切金物

の仕様は、水上と同仕様と考

えて宜しいでしょうか。御指

示下さい。 

ご理解のとおりです。 

84 ゴミ置場竪樋 A-85 
部 分 詳

細図-9 

ｺﾞﾐ置場

詳細図

ゴミ置場折板屋根からの竪樋

は、カラーＶＰと考えて宜し

いでしょうか。御指示下さ

い。 

ご理解のとおりです。 

85 
ゴミ置場排水

溝 
A-85 

部 分 詳

細図-9 

ｺﾞﾐ置場

詳細図

ゴミ置場排水溝の仕上は、防

水モルタル金鏝と考えて宜し

いでしょうか。御指示下さ

い。 

ご理解のとおりです。 

86 

ハト小屋貫通

部パネル面防

露材 

A-86 
部 分 詳

細図-10 

屋 上 配

管ｽﾍﾟｰｽ

立 上 り

詳細図

ハト小屋スチールパネルの表

面仕上は、溶融亜鉛メッキ仕

上と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

87 

ハト小屋貫通

部パネル面防

露材 

A-86 
部 分 詳

細図-10 

屋 上 配

管ｽﾍﾟｰｽ

立 上 り

詳細図

ハト小屋配管貫通部パネル裏

面防露材は、グライトｔ＝５.

０と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

88 
Ｙ０通りＢ１

階タラップ 
A-86 

部 分 詳

細図-10 

ﾀ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

(Y0 通

り) 

ドライエリアＹ０通りＢ１階

タラップの防護柵は、Ｈ＝２

４００程度が必要と考えて宜

しいでしょうか。御指示下さ

い。 

図面どおりとします。 

89 

Ｂ１階Ｙ４通

りグレーチン

グ 

A-86 
部 分 詳

細図-10 

ﾀ ﾗ ｯ ﾌ ﾟ

(Y4 通

り) 

Ｂ１階Ｙ４通りグレーチング

について、タラップ(Ｙ４通

り)詳細図の平面図では溶融亜

鉛メッキですが、断面図では

ステンレスとなっています。

溶融亜鉛メッキを正と考えて

宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

当該Ｂ１階Ｙ４通りグレーチ

ングは溶融亜鉛メッキとしま

す。 

90 

ＳＤ７･ＳＳ０

２取合方立カ

バー下地金物 

A-88 
部 分 詳

細図-12 

B2 階 熱

源 機 械

室 出 入

口 

Ｂ２階熱源機械室出入口サッ

シＳＤ７･ＳＳ２取合方立カバ

ー下地金物の表面は、錆止塗

装と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

91 
ホワイトボー

ド補強材 
A-88 

部 分 詳

細図-12 

ﾎﾜｲﾄﾎﾞｰ

ﾄﾞ 

ＬＧＳ間仕切面に取付の場合

の下地補強詳細が不明です。

亜鉛鋼板ｔ＝１.６ Ｈ＝３０

０を上下２段、ホワイトボー

ドＷ寸法で見込むと考えて良

ご理解のとおりです。 



 (１６)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

いでしょうか。御指示くださ

い。 

92 サイン数量 
A-115 

～118 

ｻｲﾝ案内

図 

ｻｲﾝ詳細

図 

A-118 

左上､A-

118 上

サイン ⑦室名サイン及び⑨室

名サインの数量が案内図と詳

細図で下記の様に相違してい

ます。案内図の数量を正と考

えて宜しいでしょうか。御指

示下さい。 

サイン案内図 サイン詳細図２

１０      １３ 

１２９     １２６ 

案内図の数量を正とします。 

93 床板下の地業 A-120 

医ｶﾞｽﾎﾞ

ﾝﾍﾞ庫･

自 転 車

置 場 詳

細図 

 

医･ガスボンベ庫床板下の地業

は捨てコン５０･砕石１５０と

考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

94 

医ガスボンベ

庫屋根ケラバ

包み 

A-120 

医ｶﾞｽﾎﾞ

ﾝﾍﾞ庫･

自 転 車

置 場 詳

細図 

a部詳細

図 

医ガスボンベ庫詳細図のａ部

詳細図で、水上部分鼻隠しの

詳細がありますが、ケラバも

同仕様と考えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

95 

医ガスボンベ

庫屋根タイト

フレーム受け 

A-120 

医ｶﾞｽﾎﾞ

ﾝﾍﾞ庫･

自 転 車

置 場 詳

細図 

A-A断面

図 

医ガスボンベ庫内屋根タイト

フレーム受けのＣ-１００＊５

０＊２０は、Ｃ-１００＊５０

＊２０＊２.３と考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

96 

医ガスボンベ

庫屋根下地鉄

骨 

A-120 

医ｶﾞｽﾎﾞ

ﾝﾍﾞ庫･

自 転 車

置 場 詳

細図 

A-A断面

図 

医ガスボンベ庫内屋根下地鉄

骨Ｈ-１５０＊１５０＊７＊１

０の短辺方向は、４本と考え

て宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

ご理解のとおりです。 

97 

医ガスボンベ

庫屋根下地鉄

骨下無収縮モ

ルタル 

A-120 

医ｶﾞｽﾎﾞ

ﾝﾍﾞ庫･

自 転 車

置 場 詳

細図 

B部詳細

図 

医ガスボンベ庫内屋根下地鉄

骨下無収縮モルタルは１５０

角と考え、両端に１ケ所ずつ

計８ヶ所見込むと考えて宜し

いでしょうか。御指示下さ

い。 

当該屋根下地鉄骨下無収縮モ

ルタルは隙間のすべての部分

とします。 

98 
医ガスボンベ

庫内壁 
A-120 

医ｶﾞｽﾎﾞ

ﾝﾍﾞ庫･

自 転 車

置 場 詳

細図 

A-A断面

図 

医ガスボンベ庫内壁の仕上

は、フッ素樹脂撥水剤と考え

て宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

ご理解のとおりです。 

99 
インターロッ

キング舗装 

A-121 

A-122 

外構図 

外 構 部

分 詳 細

図-1 

 

外構部分詳細図-インターロッ

キングブロック舗装詳細図に

歩行用と車道用とあります

が、範囲使い分けが不明で

ご理解のとおりです。 



 (１７)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

す。東面乗り入れに取合う範

囲が車道用、消防活動空地を

除く南面が歩行用と考えて良

いでしょうか。御指示くださ

い。 

100 緑化ブロック 
A-121 

A-122 

外構図 

外 構 部

分 詳 細

図-1 

 

緑化ブロック～インターロッ

キング舗装間に見切りが不明

です。縁石-２を見込んで宜し

いでしょうか。御指示下さ

い。 

ご理解のとおりです。 

101 
メーカー名･仕

様 
A-121 外構図  

･遮熱.透水性インターロッキ

ングブロックの詳細仕様が不

明です。参考メーカー･品番あ

りましたら御指示ください。 

太平洋プレコン工業㈱オーシ

ャンクールテック･エコスルー

同等品とします。 

102 
コンクリート

擁壁 
A-122 

外 構 部

分 詳 細

図-1 

 

コンクリート擁壁仕上：コン

クリート打放の上、吹付仕上

とありますが吹付仕上の仕様

が不明です。複層塗材Ｅ程度

と考えて良いでしょうか。御

指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

103 埋設タンク A-124 

外 構 部

分 詳 細

図-3 

A-A断面

図 

埋設タンク上部土間スラブ下

を示す形で防水施工の記載が

ありますが詳細･仕様が不明で

す。施工も困難と思われます

ので上部土間スラブに対する

防水はＢ-Ｂ断面に記載の防水

モルタル厚１５と考えて良い

でしょうか。スラブ下に防水

が必要な場合、詳細仕様を含

め御指示ください。 

ご理解のとおりです。 

104 共同溝 A-125 

外 構 部

分 詳 細

図-4 

 

共同溝のピット内の仕上が不

明です。床：コンクリート金

鏝押エ、壁：コンクリート打

放補修のままと考えて宜しい

でしょうか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

105 山留め計画 A-125 

外 構 部

分 詳 細

図-4 

下段 

共 同 溝

詳細図

共同溝詳細図に自立式土留

工；近接施工用鋼矢板と記載

がありますが、指定仮設でし

ょうか？施工者判断としても

宜しいでしょうか？ 

当該仮設は任意仮設としま

す。 

106 現況レベル A-126 

外 構 撤

去 平 面

図 

 

外構撤去図にて現況高さの記

載がありますが、盛り土等が

あり現況に則していないよう

思われます。建設工事着手時

の詳細な現況地盤資料を御提

示ください。 

別紙２を参照してください。 



 (１８)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

107  A-126 

外 構 撤

去 平 面

図 

敷 地 西

側 

現地を確認したところ、ＣＢ

塀撤去(７.２ｍ)が見当たりま

せん。基礎とも撤去済みで本

見積項目から削除すると考え

て宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

上部のみ撤去済みであり、基

礎部分の撤去は本事業の業務

範囲とします。 

108  A-126 

外 構 撤

去 平 面

図 

敷 地 南

西 

現地を確認したところ、敷地

南西に地中障害物を確認しま

した。撤去処分を本見積りに

含む場合、形状を御指示下さ

い。 

別紙２を参照してください。 

109  A-126 

外 構 撤

去 平 面

図 

南 面 敷

地境界

現地を確認したところ、南面

敷地境界のコンクリート塀撤

去(８０.０ｍ)において２箇所

撤去されていました。基礎と

も撤去済みで数量を減すると

考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

上部のみ撤去済みであり、基

礎部分の撤去は本事業の業務

範囲とします。 

110  A-126 

外 構 撤

去 平 面

図 

敷 地 北

西 

現地を確認したところ、コン

クリート擁壁撤去(３.８ｍ)の

南側にＬ＝７.６ｍ程度コンク

リート擁壁が続いています。

同じく撤去するものと考えて

宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

ご理解のとおりです。 

111  A-126 

外 構 撤

去 平 面

図 

敷 地 西

側 

上記のコンクリート塀延伸部

先端附近にコンクリート側溝

(グレーチング蓋)があります

が、撤去処分するものと考え

て宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

ご理解のとおりです。 

112  A-126 

外 構 撤

去 平 面

図 

西面､南

面 敷 地

境界 

西面および南面敷地境界の仮

設ネットフェンスは、払し･近

辺に集積を本見積りに含み、

敷地外への移動は別途と考え

て宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

当該仮設ネットフェンスは撤

去から処分までを本事業の業

務範囲とします。 

113 
柱ＨＯＯＰの

形状 

S-1 

S-34 

構 造 特

記 仕 様

書 

柱ﾘｽﾄ 

5章4-2

柱ＨＯＯＰの形状について、

構造特記仕様書／５-４-２で

はＨ型の指示がありますが下

記と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

･一般部 外周 溶接閉鎖型･中

子 タガ型 

･仕口部 外周 Ｈ型(タガ型)･

中子 無し 

ご理解のとおりです。 



 (１９)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

114 床板下の地業 
S-1 

A-18 

構 造 配

筋 標 準

図 

断 面 詳

細図 

 

土間スラブ下の地業厚さが構

造特記仕様書では捨てコンｔ

５０ 砕石ｔ６０ですが風除室

床板下部の地業厚は、砕石ｔ

１５０ 砂３０と相違しており

ます。意匠図を正と考えて宜

しいでしょうか。御指示下さ

い。 

構造図を正とします。 

115 梁貫通孔補強 S-1 

構 造 特

記 仕 様

書(1) 

5章4-3

人通孔以外の梁貫通孔補強は

既製品を使用するものと考え

て宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

ご理解のとおりです。 

116 
生コン配合計

画 
S-01 

構 造 特

記 仕 様

書(1) 

6章1-1-

a 

Ｆｃ２１,スランプ１８は単位

水量は１８５ｋｇ／ｍ３を超

えます。Ｆｃ２１の高性能Ａ

Ｅ減水剤の設定はありません

ので、Ｆｃ２４,スランプ１８

高性能ＡＥ減水剤に読み替え

ると考えて宜しいでしょう

か。ご指示ください。 

Ｆｃ２１Ｓ１５ＡＥ減水剤使

用とします。 

117 

コンクリート

防水剤使用範

囲 

S-2 

構 造 特

記 仕 様

書 

6章3-4

コンクリートに防水剤を使用

する範囲は、土に接する柱･梁

(地中梁含む)･壁及び耐圧版の

みと考え、その周囲のコンク

リートに防水剤は見込まない

もの(打継ぎで対応)と考えて

宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

ご理解のとおりです。 

118 
高性能ＡＥ減

水剤 
S-2 

構 造 特

記 仕 様

書(2) 

6章3-3

高性能ＡＥ減水剤の適用範囲

はコンクリート強度Ｆｃ３６

のみと考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

119 
機械式定着板

施工位置 

S-6 

S-42 

構 造 配

筋 標 準

図 

架 構 配

筋図 

構 造 概

要 

梁の定着板施工位置につい

て、２Ｇ～ＲＧの柱への定着

部に定着板使用の指示があり

ますが、柱の外端部の上下主

筋(最上階 上端筋は定着板な

し)と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

※柱頂部は記述通り計上･梁柱

共にＤ２５以上 

ご理解のとおりです。 

120 補強要領不明 S-12 
基 礎 伏

図 
 

ＥＶピットの耐圧版の増打ち

の補強要領が不明です。Ｄ１

３＠２００ダブルクロスと考

えて宜しいでしょうか。御指

示下さい。 

ご理解のとおりです。 



 (２０)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

121 
スラブ符号詳

細不明 

S-14 

S-36 

各 階 伏

図 

床版ﾘｽﾄ 

 

屋内階段踊場のスラブ符号に

ついて、伏図ではＳ６･Ｓ７の

指示がありますが詳細が不明

です。Ｓ９に倣うものと考え

て宜しいでしょうか。御指示

下さい。 

Ｓ６,Ｓ７はスラブ厚さ＝１５

０、長辺配筋：Ｄ１０Ｄ１３

＠２００(Ｄ)、短辺配筋：Ｄ

１０＠２００(Ｄ)とします。 

122 
スラブ符号詳

細不明 
S-15 

1階床伏

図 
 

Ｘ８～９、Ｙ３～４通り間に

は、スラブＳ８の指示があり

ますが詳細が不明です。スラ

ブＳ５に倣うものと考えて宜

しいでしょうか。御指示下さ

い。 

Ｓ８はＳ５と同様とします。 

123 
スラブ符号詳

細不明 
S-16 

2階床伏

図 
 

Ｘ９～１０、Ｙ３～４通り間

には、スラブＳ１０の指示が

ありますが詳細が不明です。

Ｓ１と読み替えて宜しいでし

ょうか。又、Ｓ１０の場合は

詳細も併せて御指示下さい。 

Ｓ１０はスラブ厚さ＝２５

０、短辺配筋：Ｄ１３＠１０

０(Ｄ)、長辺配筋：Ｄ１０＠

２００(Ｄ)とします。 

124 スリット S-16   

突出壁とスリット入り壁の接

続部縦スリットの詳細が不明

です。スリットｔ＝２５と考

えて宜しいでしょうか。又、

スリット振れ止め筋は不要と

考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

当該スリットはｔ＝２５と

し、振れ止め筋はＤ１０＠４

００(Ｓ)とします。 

125 
構造計算書(柱

の評価) 

S-16,17

構造計

算書 

床伏図 

構 造 計

算書 

 

１,２階Ｘ１０ Ｙ２,３通り柱

の軸剛性ですが、１.４倍に割

増されております。当該柱に

はＹ２柱で１,２階、Ｙ３柱で

２階に袖壁が付いておりま

す。軸剛性割増は袖壁に起因

すると考えて宜しいでしょう

か。その際、①袖壁の設置状

況が異なるＹ２,３柱で評価が

同等であること②曲げ剛性へ

の加味が無いことについて、

元設計者の判断(見解)を御教

示ください。 

Ｘ１０通りのＹ２軸の１､２階

柱とＹ３軸の２階柱は、袖壁

の影響を考慮して柱の剛性を

計算しています。剛性の増加

率は、曲げ及びせん断の剛性

を増加させ、軸剛性は増加さ

せていません。（一貫計算頁２

８４/１８８７） 

126 梁符号不明 
S-17 

S-46 

3階床伏

図 

PC大梁ﾘ

ｽﾄ 

 

Ｘ９、Ｙ４～５通りには梁Ｃ

ＧＣＰＧ１１の指示がありま

すが詳細が不明です。ＣＰＧ

１と読み替えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

127 
大梁ＳＴＰの

形状 

S-35 

S-46 

大梁ﾘｽﾄ 

PC大梁ﾘ

ｽﾄ 

 

大梁ＳＴＰの形状について、

ＳＤ２９５Ａは全てタガ型、

高強度せん断補強筋の場合は

外周 溶接閉鎖･中子 タガ型と

ご理解のとおりです。 



 (２１)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

考えて宜しいでしょうか。御

指示下さい。 

128 補強要領不明 S-38 
配 筋 詳

細図2 
 

地中梁ＦＧ１１に人通孔があ

りますが、補強要領がありま

せん。ＦＧ１の基礎梁人通孔

補強筋に倣うものと考えて宜

しいでしょうか。御指示下さ

い。 

ご理解のとおりです。 

129 
屋上ルーバー

鉄骨 
S-39 

屋上ﾙｰ

ﾊﾞｰ鉄骨

詳細図 

 

桁行鉄骨小梁詳細図･桁行鉄骨

架構詳細図の右断面図に継手

(支柱より４５０離れ)の図示

がありますが範囲が不明で

す。範囲を御指示下さい。 

当該継手は屋上ルーバー鉄骨

の片持ち部を想定しており、

施工上必要なければ不要とし

ます。 

130 
ベースプレー

ト 
S-40 

階 段 鉄

骨 詳 細

図 

 

屋内階段３ ササラ桁取付け図

でベースプレート ２５０＊２

２２＊１６と２５０＊４４４

＊１６がありますが、ササラ

受けのベースプレートは２５

０＊２２２＊１６と考えて宜

しいでしょうか。又、２５０

＊４４４＊１６が必要な場合

は使用箇所を御指示下さい。 

当該ササラ受けのベースプレ

ートは２５０＊２２２＊１６

とします。 

131 
ベースプレー

ト 
S-43 

ｱﾙﾐﾙｰﾊﾞ

ｰ指示鉄

骨 

 

２Ｆ･ＲＦのＲＣ床版とアルミ

ルーバーの支持柱取合いは貫

通ボルトではなくアンカーボ

ルト ２-Ｍ２０(Ｌ＝２０ｄ)

と考えて宜しいでしょうか。

御指示下さい。 

設計どおりとします。 

132 

アンカーボル

ト･ベースプレ

ート 

S-43 

ｺﾞﾐ置き

場 屋 根

支 持 鉄

骨 詳 細

図 

 

ＲＣ壁に取合うアンカーボル

ト ２-Ｍ１６の長さが不明で

す。Ｌ＝２０ｄと考えて宜し

いでしょうか。御指示下さ

い。 

当該ボルトは貫通ボルトとし

てください。 

133 山留め計画 
S-52 

～S-56

SMW ･ 乗

入 構 台

平断図 

切 梁 平

断図 

全体 

山留め計画及び、構台計画

は、あくまで参考と考えて宜

しいでしょうか？ 

ご理解のとおりです。 

134 施工方法 S-52 

SMW ･ 乗

入 構 台

平面図 

左下 

“既存マンホールの底まで穿

孔掘削を行い”とあります

が、マンホールの外部を現し

とし、マンホールが破損しな

いように十分養生し、注意し

てＳＭＷの施工をするという

意味で、宜しいでしょうか？ 

ご理解のとおりです。 

135 空調機ＨＥＰ M8 空 調 設 右下 ＡＣＵ-Ｂ２-１、ＡＣＵ-Ｂ１ 研究計画の変更により、無菌



 (２２)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

Ａフィルター 備 機 器

表(3) 

-１、ＡＣＵ-Ｂ１-２につい

て、空気調和機参考図にＨＥ

ＰＡフィルター(将来設置)と

の記載がありますが、いつ、

どのような時に設置が必要に

なると想定されているのでし

ょうか。 

動物を飼育することになった

場合に設置する想定です。 

136  
M-14 

M-53 
  

機器表と平面図で機器型式が

異なっています。機器表を正

として宜しいでしょうか。 

ＨＥＵ-３-１ ①機器表 カセ

ット型 ②平面図 天井吊込型 

機器表を正とします。 

137  
M-15 

M-49 
  

機器表に記載の機器が平面図

に記載がありません。平面図

を正として宜しいでしょう

か。 

ハロンボンベ庫ＣＦ-Ｂ２-３

①機器表 １台 ②平面図 記載

無し 

機器表を正とします。平面図

は別図を参照してください。 

138  
M-15 

M-49 
  

機器表に記載の機器が平面図

に記載がありません。平面図

を正として宜しいでしょう

か。 

通信機械室ＣＦ-Ｂ２-４ ①機

器表 １台 ②平面図 記載無し

機器表を正とします。平面図

は別図を参照してください。 

139 
フィルターユ

ニット 
M16 

換 気 設

備 機 器

表(3) 

左下 

空調換気設備機器表-(４)に記

載のＦＵ-１、ＦＵ-２、ＦＵ-

３、ＦＵ-４について、フィル

ターの取替については、維持

管理業務管理対象外との理解

でよろしいでしょうか。 

番号１４３への回答を参照し

てください。 

140  M-45   

Ｂ２Ｆカンファレス、会議

室、教員室の制気口リストに

記載がありません。ご指示下

さい。 

機器表を正(天井カセット形)

とします。 

141  M-48   

「特記なきチャンバーボック

スは建築工事とする」とあり

ますが、空調設備でチャンバ

ー工事が発生するのは以下の

ガラリと考えて宜しいでしょ

うか。 

ＯＡＧ-Ｂ２-１、ＯＡＧ-Ｂ２

-２、ＥＡＧ-Ｂ２-１、ＥＡＧ

-Ｂ２-２、ＥＡＧ-Ｂ２-３ 

ご理解のとおりです。 

142  M-48   
ＥＡＧ-Ｂ２-１、ＥＡＧＢ２-

２,ＥＡＧＢ２-３の断熱が記

ご理解のとおりです。 



 (２３)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

載されていませんが、外貼２

５ｔを断熱すると考えて宜し

いでしょうか。 

143 

安全キャビネ

ット 

クリーンベン

チ 

ドラフトチャ

ンバー 

M115 

衛 生 設

備 機 器

表(特殊

機器) 

 

安全キャビネット、クリーン

ベンチ、ドラフトチャンバー

に関して、図面には記載され

ていますが、特殊設備である

ことから維持管理業務管理対

象外との理解でよろしいでし

ょうか。 

本事業の施設整備業務で設置

された各種設備等(付帯設備を

含む、以下同じ。)は、特段の

記載がない限り、すべて本事

業の建築設備保守管理業務の

対象となります。当該各種設

備等については、【資料１ 実

施設計図書】で確認してくだ

さい。したがって、【資料１

実施設計図書】に記載のない

各種設備等については、本事

業の建築設備保守管理業務の

対象となることはありませ

ん。なお、要求水準書の各業

務の「要求水準(項目、内容

等)」は、本事業の建築設備保

守管理業務の対象のうち、主

なものについてのみ記載した

ものです。 

144 

安全キャビネ

ット 

クリーンベン

チ 

ドラフトチャ

ンバー 

M115 

衛 生 設

備 機 器

表(特殊

機器) 

 

安全キャビネット、クリーン

ベンチ、ドラフトチャンバー

について、実験･研究内容等に

より使用時間は異なると思わ

れますが、おおよその目安で

構いませんので、それぞれの

使用頻度(時間)をご教示下さ

い。 

一般的には研究棟の稼働時間

（平日８:３０～１７:１５）

に使用する想定ですが、実験

計画に左右されて流動的であ

り、研究内容によっては２４

時間稼働する可能性があるこ

とから、その可能性も踏まえ

て想定してください。 

145 特殊給水設備 
M146 

～M148

特 殊 給

水設備 
 

特殊給水設備に関して、図面

には記載されていますが、特

殊設備であることから維持管

理業務管理対象外との理解で

よろしいでしょうか。 

番号１４３への回答を参照し

てください。 

146 
ヘリウム回収

配管設備 
M153 

特殊ｶﾞｽ

設備 
 

ヘリウム回収配管設備につい

て、図面には記載されていま

すが、特殊設備であることか

ら維持管理業務管理対象外と

の理解でよろしいでしょう

か。 

番号１４３への回答を参照し

てください。 

147 
高圧蒸気滅菌

装置 
M157 

特 殊 機

器 設 備

( 参 考

図) 

 

高圧蒸気滅菌装置に関して、

図面には記載されています

が、特殊設備であることから

維持管理業務管理対象外との

理解でよろしいでしょうか。 

番号１４３への回答を参照し

てください。 

148 手術室設備 M158 特 殊 機  手術室設備に関して、図面に 番号１４３への回答を参照し



 (２４)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

器設備 は記載されていますが、特殊

設備であることから維持管理

業務管理対象外との理解でよ

ろしいでしょうか。 

てください。 

149 ＭＲＩ設備 
M159 

～M164

特 殊 機

器設備 

( 参 考

図) 

 

ＭＲＩ設備に関して、図面に

は記載されていますが、特殊

設備であることから維持管理

業務管理対象外との理解でよ

ろしいでしょうか。また、Ｍ

ＲＩ用チラーシステムに関し

ても維持管理業務管理対象外

との理解でよろしいでしょう

か。 

番号１４３への回答を参照し

てください。 

150 ＣＴ室設備 M165 

特 殊 機

器設備 

( 参 考

図) 

 

ＣＴ室設備に関して、図面に

は記載されていますが、特殊

設備であることから維持管理

業務管理対象外との理解でよ

ろしいでしょうか。 

番号１４３への回答を参照し

てください。 

151 
アンギオ室設

備 
M166 

特 殊 機

器設備 

( 参 考

図) 

 

アンギオ室設備に関して、図

面には記載されていますが、

特殊設備であることから維持

管理業務管理対象外との理解

でよろしいでしょうか。 

番号１４３への回答を参照し

てください。 

152 
コンクリート

強度 
共通   

防水押えコンクリートの強度

はＦｃ１８、Ｓ-１５と考えて

宜しいでしょうか。御指示下

さい。 

ご理解のとおりです。 

153 止水板 
特2号 

A-04 

特 記 仕

様書(2) 

外 部 仕

上表･凡

例表 

(6.14.1

) 

一 般 共

通 事 項

防 水 及

びｼｰﾘﾝ

ｸﾞ工事

止水板について、特記仕様書

では塩ビ製ですが、仕上表の

一般共通事項では非加硫ブチ

ルゴム系Ｗ＝２００となって

います。仕上表の一般共通事

項を正と考えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

仕上表の一般共通事項を正と

します。 

154 
アルミニュウ

ム表面処理 
特3号 

特 記 仕

様書-3 

ｱﾙﾐﾆｭｳﾑ

及びｱﾙﾐ

ﾆｭｳﾑ合

金 の 表

面処理

アルミニュウムの表面処理で

Ｂ-１種(マット)との記載があ

りますが、Ｂ-１種つや消しと

考えて良いでしょうか。御指

示ください。 

ダイスマークを処理したもの

とします。 

155 
外壁アルミカ

ットパネル 

特3号 

A-14 

特 記 仕

様書(3) 

立面図-

1 

(14.6.2

) 

凡例⑤

外壁アルミカットパネルにつ

いて、特記仕様書金属工事１

４.６.２表の３段目にリン酸

処理仕上とありますが、該当

部が不明です。該当無しと考

えて良いでしょうか。該当部

位がある場合、詳細部位を含

ご理解のとおりです。 



 (２５)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

め御指示ください。 

156 アルミ製竪樋 特3号 
特 記 仕

様書(3) 

(13.5.2

) 

特記仕様書(３)屋根及びとい

工事のといの材料で、アルミ

製竪樋の記載がありますが、

図面上に見当たりません。該

当無しと考えて宜しいでしょ

うか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

157 アルミ製竪樋 特3号 
特 記 仕

様書(3) 

(13.5.2

) 

上記質疑に関連して、必要で

あれば、設置場所を御指示下

さい。 

番号１５６への回答を参照し

てください。 

158 
溶融亜鉛メッ

キ 

特3号 

A-04 

特 記 仕

様書(3) 

外 部 仕

上表･凡

例表 

(14.2.3

) 

一 般 共

通 事 項

金 属 工

事 

溶融亜鉛メッキについて、特

記仕様書ではＡ種ですが、外

部仕上表･凡例表一般事項の金

属工事では、屋上･塔屋廻りの

目隠しルーバー用鉄骨組材は

Ｂ種とするとあります。、外部

鉄骨は全てＢ種と考えて宜し

いでしょうか。御指示下さ

い。また、手摺等の溶融亜鉛

メッキもＢ種と考えて宜しい

でしょうか。また、Ａ種･Ｂ種

とは１種Ａ又は１種Ｂと考え

て良いでしょうか御指示下さ

い。 

ご理解のとおりです。 

159 
アルミ金物表

面処理 
特3号 

特 記 仕

様書(3) 

(14.2.3

) 

外部アルミ金物の表面処理に

ついて、特記仕様書(３)金属

工事１４.２.３で成形板･笠

木･建具以外Ｂ-１種(マット)

とありますが、笠木等メーカ

ー規格品はメーカー仕様標準

色と考えて宜しいでしょう

か。御指示下さい。 

建具、アルミカットパネル以

外は標準色とします。 

建具、アルミカットパネルに

ついてはＢ-１種(マット)とし

ます。 

160 

ポリマーセメ

ント系塗膜防

水 

特3号 
特 記 仕

様書(3) 

9章防水

工事 

ポリマーセメント系塗膜防水

の仕様が不明です。詳細仕様

又は参考メーカー･品番等を御

指示ください。 

大関化学工業㈱パラテックス

Ｂ-２工法同等品とします。 

161 
スライディン

グウォール 

特4号 

A-93 

～96 

特 記 仕

様書(4) 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝ

ｸﾞｳｫｰﾙ

詳細図-

1～4 

20.2.4

特記仕様書のスライディング

ウォール仕様･製造所の建具符

号について、ＳＬＷ-１,２は

ＳＬＷ-１,２,３、ＳＬＷ-３

はＳＬＷ-４、ＳＬＷ-４はＳ

ＬＷ-５に読み替えて宜しいで

しょうか。御指示下さい。 

ご理解のとおりです。 

162 
スライディン

グウォール 

特4号 

A-76 

A-96 

特 記 仕

様書(4) 

建具表-

20.2.4

ＳＬＷ-５の表面仕上げが、特

記仕様書(ＣＬ(１))と建具表･

スライディングウォール詳細

ご理解のとおりです。 



 (２６)

番号 質問項目 図面番号 図面名称 記載位置 質 問 回 答 

8 

ｽﾗｲﾃﾞｨﾝ

ｸﾞｳｫｰﾙ

詳細図-

4 

図(クロス貼)で異なります。

建具表･スライディングウォー

ル詳細図(クロス貼)を正と考

えて宜しいでしょうか。御指

示下さい。 

 

＜ ⑨ その他に関する質問回答 ＞ 
 

番号 質問項目 - - - - - - - - 質 問 回 答 

163 
特殊フィルタ

ーについて 
      

【入札説明書に関する質問回

答(１回目)等(平成２７年３月

１７日)１９ページの番号９

１】には「特殊フィルターの

点検は選定事業者の維持管理

業務範囲内」との記載があり、

【要求水準書１６ページ 表の

２０枠目】には「特殊空調フ

ィルター清掃の熱源機械室側

は事業者、実験室･動物室側は

大学」と記載されています。 

各々に記載のフィルターが同

一のものであるとすれば、

各々の作業内容説明に差異が

あると読み取れますが、これ

らのフィルターの所在と事業

者にかかる具体的な作業内容

をご教示願います。 

また、これらが同一のもので

あるとすれば、図面Ｍ-１６＞

機器表-(４)に記載のフィルタ

ーユニットの脱臭用およびＨ

ＥＰＡフィルターを指すもの

との理解でよろしいでしょう

か。 

ご質問の前段については、入

札説明書に関する質問回答(１

回目)等はフィルターの点検に

関する記述ですが、要求水準

書はフィルターの清掃に関す

る記述であり、それぞれの記

載に差異はありません。ま

た、各種フィルターの所在は

【資料１ 実施設計図書】を参

照してください。 

ご質問の後段については、本

事業の施設整備業務において

設置されたものは、特段の記

載がない限り、フィルターの

種別を問わずすべて本事業の

建築設備保守管理業務の対象

となります。 

164 
入退室管理設

備システム 
      

【入札説明書に関する質問回

答(１回目)等(平成２７年３月

１７日)２７ページの番号１２

５】には、「機械警備設備をリ

ース又はレンタルによる調達

とすることは、特に問題あり

ません。なお、本施設ととも

に薬学部総合研究棟及び薬学

部本館に機械警備設備を設置

する費用は、維持管理業務に

含める(事業契約の完了時に撤

去する)ものとしていることに

留意してください。」とありま

すが、この機械警備設備の中

ご質問の「入退室管理設備シ

ステム」が実施設計図書に含

まれるものであれば、設置費

用は建設費に含めるべきもの

であり、かつ事業期間終了時

に撤去するものではありませ

ん。それとは別に事業者の提

案により、警備業務のために

実施設計図書に記載の無い

「入退室管理設備システム」

を設置するのであれば、その

設置費用及び事業完了時に撤

去する費用は維持管理業務に

含めるものとします。 



 (２７)

番号 質問項目 - - - - - - - - 質 問 回 答 

には入退室管理設備システム

は含まれるのでしょうか。含

まれるのであれば、設置費用

及び事業完了時に撤去する費

用も維持管理業務に含めるの

でしょうか。 

165 

敷地北側の駐

輪場部分の借

用について 

      

本工事建物敷地の北側の駐輪

場部分について、一時借用す

ることは可能でしょうか。 

可否をお教えください。 

可能ですが、貸与する条件及

び範囲、期間等については、

監督職員と協議のうえ決定す

るものとします。 

166 

平成２７年３

月１７日公表

の第１回質問

回答Ｎｏ.２４

６ 

- - - - - - - -

平成２５年１１月５日公表の

実施方針は今回の再公告に効

力はあるとの理解でよろしい

でしょうか。平成２７年３月

１７日公表の「入札説明書等

に関する質問回答(１回目)」

Ｎｏ.２４６では「質疑回答」

のみへの回答であったため、

再度質問いたします。 

ご指摘の「実施方針」は、大

学と選定事業者の協議におい

て参考にすることはあるとし

ても、今回の公告（再公告）

にあたって、正式な（拘束力

のある）書類として扱わない

ものとします。 

 

※ 上記の回答にともない、既に提供している「参考数量内訳書」の内容が変更になりますので、入札参

加グループ宛に、当該変更後の「参考数量内訳書」を電子メールにて送付しますので、入札書等及び

提案書の作成にあたっては、当該変更後の「参考数量内訳書」に基づいてください。 

 



 (２８)

 

入札説明書等に関する追記事項 
 

１ 「要求水準書」について、下記のとおり変更します。 

 

№. 資料名称・図面番号 変更事項 

変更１ 要求水準書 Ｐ１６ 

「主な業務の頻度等」にフロンガス排出抑制法（平成２７年４月１

日施行）に基づく「冷凍空調機器簡易定期点検」「４回／年」を

追加します。 

変更２ 
Ａ-６７、Ａ-６８、

Ａ-６９ 

２～５階Ｙ０通りＸ９－Ｘ１０間のＡＷ－０５ ８箇所を建築基準法告

示第１３６９号に基づく防火設備に変更いたします。 

変更３ 構造計算書 

建築基準法第１８条第３項の規程による計画通知書申請に伴う行政庁指

導により構造計算書に修正が生じましたので、構造計算書一式を差し替

えます。 

※ 上記の変更３にともない、既に提供している「構造計算書」の内容が変更になりますので、入札参加

グループ宛に、当該変更後の「構造計算書」を電子メールにて送付します 

 

２ 事業契約の締結後に、一部分について仕様変更を予定していますので、入札参加グループ宛に、当該

仕様変更の「参考資料」を電子メールにて送付します。なお、当該仕様変更の「参考資料」は、今回の

入札には一切関係しないものであり、入札書等及び提案書の作成にあたっては、絶対に反映（関係）さ

せないでください。 

 

以上 
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工 事 名

京 都 大 学 施 設 部
（iPS細胞研究所第２研究棟）新営その他工事

京都大学(南部)総合先端基盤研究棟

平成　26年　　月　　 日
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設計業務名 京都大学（南部）医薬系総合研究棟新営（建築）設計業務

京都大学（南部）医薬系総合研究棟施設整備事業 26
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【構造関係規定に関わる部分が適合する】 図面名称

（一級建築士　　登録第244140号）
（構造設計一級建築士　第7059号）
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